
令和８年10月開始！
「資源物の隔週収集」
「落ち葉・雑草の集積所収集」
モデル事業説明会

海老名市経済環境部環境政策課・資源対策課



【説明会の内容】

１ 対象地区
２ モデル事業の概要
３ 事業の目的
４ 収集カレンダー
５ よくある質問・意見



１ 対象地区

【北部地区】
東柏ケ谷・柏ケ谷・望地

【南部地区】
杉久保・社家・中野・門沢橋・
上河内・中河内・本郷

※落ち葉・雑草の資源化施設



２ モデル事業の概要

§「燃やせないごみ・資源物各種」の収集を
隔週へ変更（第５週は両地区収集）

北部地区･･･第２・４・５火曜 南部地区･･･第１・３・５月曜



§「落ち葉・雑草」は、 集積所で収集
「燃やせないごみ・資源物各種」と隔週で
収集し資源化（第５週は収集なし）

北部地区･･･第１・３火曜 南部地区･･･第２・４月曜

・集積所で収集し、資源化し
ます。

・透明・半透明の袋に入れて
出してください。

・その他のごみ（野菜くずな
ど）を混ぜないでください。

分別にご協力お願いします！



３ 事業の目的
§燃やせるごみの減量化

燃やせるごみ

資源物
・堆肥化
・チップ化
・バイオマス燃料化

資源やエネルギーへ再生！
市内全域で1,000ｔ資源化を目指します。



〇焼却施設について
海老名・座間・綾瀬のごみは高座に集まる

高座クリーンセンター
建設費 ：約175億円
維持管理費：約6億8千万円/年
処理能力 ：245 t/日

(122.5 t/日× 2炉)



ばい煙

騒音・振動・悪臭

悪臭

今の場所に

約６０年

地元住民の

負担

施設からのばい煙や悪臭、
搬入車両の騒音・振動・
悪臭、流出事故への不安
や農作物への風評被害等

〇焼却施設の歴史



§資源物収集の効率化
令和７年７月～８月に実施した市民アンケートの結果、
「集積所に出す頻度や排出量が少ない」と回答した方
の割合は以下のとおり。



４ 収集カレンダー



５ よくある質問・意見
Ｑ：落ち葉・雑草が多く出ると集積所まで持っていけない。
Ａ：予約制による剪定枝戸別収集の対象を拡充し、剪定枝と一
  緒に、落ち葉・雑草も予約可能とします。

Ｑ：掃き掃除をすると、落ち葉に吸い殻などが混ざってしまう。
Ａ：分別して落ち葉のみ集積所へ出してください。

吸い殻などのその他のごみは「清掃ごみ」と袋に記載して
燃やせるごみの日に戸別収集排出場所へ出してください。

Ｑ：週を間違って出されたごみはどうなるのか。
Ａ：年内は間違ったごみも収集する予定です。

令和９年１月以降は収集せず、間違っている旨が分かる
シールを貼り付けることを検討しています。

Ｑ：集積所に隔週の日を明示してほしい。
Ａ：９月に隔週収集用の看板に貼り替えます。



Ｑ：説明会に参加していない市民への周知はどうするのか。
Ａ：広報えびな8/15号に隔週収集カレンダーを掲載します。

Ｑ：外国人への周知はどうするのか。
Ａ：不動産会社などの協力を得ながら周知を進めます。

気になる集積所があれば資源対策課へご相談ください。

Ｑ：資源物を直接持ち込める施設はあるか。
Ａ：市の施設としてはありません。店頭回収サービスを行っ

ているスーパー等をご利用ください。

Ｑ：モデル期間終了後の予定は？
Ａ：燃やせるごみの減量効果、集積所の状況、皆さまからの

ご意見など様々な観点から課題の抽出を行い、市内全域
で実施することを目指しています。


